
ワカモノ発・ニューウェーブ京都
出演希望者大募集～！！

　毎週金曜日の夜8時から15分間、コミュニティFM「京都三条ラジオカフェ（79.7MHz）」で、京都のワカモノが中心と
なって実施するイベントを自らアピール・宣伝する情報番組です！

番組の概要

　放送曜日：毎週金曜日
　時間：20:00～20:15
　再放送：翌土曜日
　(①12:30～12:45
　 ②18:40～18:55)

Q . 費用はかかるんですか？？？？ 
A . 1回分(再放送もあるので実質3回分！) 2,000円が必要です。※
 　 (参考／三条ラジオカフェで、同じ時間分の放送枠を買うとなんと、7,875円かかります。) 

Q . ラジオの収録って、どんなふうにするの？？？？ 
A . ラジオカフェのスタジオ内で、ゆめっと京都やラジオカフェスタッフの指示に基づいて、
 　 自分たちが企画していることについて、好きなようにおしゃべり＆PRしてください。
 　 番組進行表と「決まり文句」（笑）を先にお渡ししますので、事前にどんなことを
 　 しゃべるか、準備してください。
 　 事前にゆめっと京都のベテラン？スタッフが相談にものりますよ～♪
 
Q . 申し込みはどうすればいいんですか？？ 
A . ゆめっとホームページ（http://www.yumet.org/）から番組出演申込書をダウンロードし、必要事項を記入して、
　　ゆめっと京都までFAX(075-414-2506)してください。収録日等、詳細はあらためて連絡させていただきます。 
 
Q . どんなふうにするの？？？？ 
A . 指定された収録日・時間に、京都三条ラジオカフェスタジオ(三条寺町)にお越しください。
 　 ゆめっとのスタッフと三条ラジオカフェのスタッフが、相談に乗りながら収録を行います。 
 　 　※ゆめっと京都の会員団体は無料です。（1回目のみ。2回目以降は2,000円が必要です。） 

収録した内容が、法令を違反していたり、公序良俗に反する、あるいはゆめっと京都が支援する内容として不適当と判断した場合、
ゆめっと京都の判断で、断りなく放送をお断りする場合があります。その際は、放送費用はお返ししません。

あなた自身の声で、
自分たちのイベントを
思いっきりアピールしませんか？！

加盟団体の行事に参加して

　京都府北部国際交流協会（塩見日出勝会長）は、福知
山市観音寺の国際交流ふれあい農園を拠点に、世界の人
々と地域住民との交流を深める活動を行っている団体で
す。毎年９月第1土曜日に、国際交流ふれあい農園収穫
祭を開催されています。ゆめっと京都は、青年塾のメダ
カの学校で、塩見会長には何かとお世話になっており、
収穫祭にもスタッフとして毎回誰かが参加しており、馴染み深いイベントです。

文字どおりの手作りイベントで、まだ猛暑が続いている中、地元の方々や青年海外協力隊のＯＢＯＧと一緒に、設営準備を手伝い
ました。午後１時開会。さつまいもの収穫、流しそうめん、民族衣装のファッションショー、バーベキューなどのプログラムが続
き、アジア、アフリカ、中南米から来られている国際協力機構（ＪＩＣＡ）の研修生や留学生などの外国人を含む様々な人種、国
籍、年齢の参加者が交流されていました。暗くなると、キャンプファイヤーが点火し、打ち上げ花火、ベリーダンス、福知山音頭
と続きます。特に、ベリーダンスは、幻想的なアラブの踊りで、ステージの周りは、大勢の観客で埋まります。
また、ブルーシートで作った大テントの下には、多国籍料理のブースが並び、普段接しない異国の料理を味わうことができます。
スタッフは、そのまま朝まで交流を続け、翌朝、片付け作業を行いました。地元の方々と作り上げてこられたイベントが１７年間
も続けてこられたのは、大変素晴らしいことと思います。皆さんも、来年は、参加してみませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副代表　仲　友治　　

「福知山ふれあい農園収穫祭」は、今年で10年目の参加になります。収穫祭は今年で17年目ですから、半分以上参加させていただ
きました。残念ながら仕事の都合で参加できないこともありましたが、その時は「今頃みんなは真っ赤に日焼けした顔でバーベキ
ュー食べてビール飲んで、打ち上げ花火を見てるんだろうな。」と、羨ましい気持ちでいます。
収穫祭の素晴らしさは、参加する人の多様さです。あらゆる年齢・性別・国籍の人々が集い、交流します。あの坩堝のような場所
を土手の上に座って眺めて「これが収穫祭なんだ！」とニヤニヤするのが毎年の楽しみです。今年のみなさんに感謝、来年もよろ
しくです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人会員　福島宏　

今年で２回目の参加でした。スタッフがまず収穫祭を楽しんでいるというムードがいろんなポイントから感じられる数少ないお祭
り。みんなボランティアでやっているから、来てくれたお客さんも自然と手伝いたい気持ちになる。そんな人々の関わりがとって
も素敵だなぁと感じます。素敵な大人が沢山いて、いつも背中の後ろから学んでいます。僕もいつか、地元で収穫祭みたいなお祭
りをやってみたいなー。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市在住・淺田雅人

京都府北部国際交流協会

「国際交流ふれあい農園収穫祭」


